


ま え が き 

都市交通における中量規模の輸送システムとなる「跨座型都市交通モノレール」は、現在まで国内において

は、 東京モノレール、北九州モノレール、大阪モノレール、多摩都市モノレール、沖縄都市モノレールの５路

線で運行している。また、海外においては、中国・重慶モノレール、アラブ首長国連邦・ドバイモノレール、韓

国・大邱モノレールなどで運行しており、現在はパナマ・３号線モノレールが建設中である。 

これらの実績により「跨座型都市交通モノレール」は、輸送力、安全性、定時性、快適性、都市美観などの利

点が認められた。 なかでも高い評価を受けたのは都市美観向上に寄与することである。 

スレンダーでスマートな軌道構造物、軌道下の植栽、軽快感に優れた車両などが都市美観向上の主たる理

由である。 

以上の実績を踏まえて、この程、最も合理的かつコストパフォーマンスの高い「標準大形モノレール」を開発

した。 

本書はこの「標準大形モノレール」のシステムとこれを構成するサブシステムについて、モノレール特有の技

術内容を解説したものである。 

そして、よりわかりやすくするためモデル路線を設定し、具体的計画内容のケーススタディを試みた。 

参考資料として、建設費と運営費の算出項目および収支計算に必要なデータを整理した。 

今後、この「ハンドブック」が「跨座型都市交通モノレール」を検討する関係者のために役立てられることを願

うものである。 

なお、モノレール協会発行の下記書物をあわせて利用することでさらなる本書の有効活用が可能となる。 

1. 一般カタログ 

新パンフレット「都市交通モノレール」  2023 年 3 月発行 

2. アルバム 

跨座型都市交通モノレール[標準大形モノレール]システム構成アルバム 

  2023 年 12 月発行 

3. マニュアル 

都市モノレールの調査計画・建設・運営手順マニュアル  2021 年 11 月発行 

4. 報告書 

跨座型モノレール PC 軌道桁 設計・製作・運搬・架設・調整・メンテナンスマニュアル 

  2018 年 3 月発行 

5. カタログ 

跨座型モノレール PC 軌道桁の支承  2023 年 6 月発行 
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